
Ⅰ．はじめに

　海の中道海浜公園においては，毎年，マツ材線虫病による枯損

が発生している。その発生様式は単木としての発生は少なく，小

集団で発生することが多い。しかも枯損木の発生は一年で終息す

ることは少なく，枯損木の周辺が，経年的に枯死することが多い。

　このように，枯損木周辺の健全木が翌年以降に枯れる現象はす

でに報告があり，履歴効果（1）と呼ばれている。しかし，海の

中道海浜公園において予備的に根系調査を実施したところ，多く

の枯損木に隣接木との癒合根系が認められた。このことから，海

の中道海浜公園の枯損木には根系経由でマツ材線虫病に感染した

個体の存在が考えられた。

　そこで，本報告では，海の中道公園において集団枯れを起こし

た林分について，根系調査を行い，枯損との関係について検討し

た。

Ⅱ．材料と方法

　海の中道海浜公園動物の森東門に成立するクロマツ林を対象と

した。この林分は，１９９９年よりマツ材線虫病による枯損木が発生

し続けており，枯損木数は１９９９年が２本，２０００年が１１本，２００１年

が８本の計２１本であった。枯損木の平均樹齢は３１年，平均株径は

３３cmであった。これらの枯損木は枯損が確認された年に伐採，

搬出し焼却した。２００２年２月に根株の周囲の土壌を深さ５０cmま

で掘り上げ，根系の連結状態を調査した。ただし，最も離れた地

点の２本（図－１のNo.２２，２３）については時間的な制約から，

根茎の連結調査は実施できなかった。

　また，２００２年２月２２日に根系の連結部位から直径１０mmのドリ

ルで材片を採取し，ベールマン法（2）により線虫を分離した。

Ⅲ．結果と考察

　１．枯損木の分布

　枯損木の分布を図－１に示した。１９９９年に枯損した２本（●）

の周囲の木が２０００年に枯損し（▲），さらにその周囲が２００１年に

枯損（■）する傾向を示した。このことは，本地域で発生してい

るマツの枯損が，最初に発生した枯損木を中心に，その周りが枯

れていく小集団枯れであることを示している。

　２．枯損木の根系の連絡

　枯損木の根系の連絡状態を図－１と写真－１に示した。写真－

１は掘起こした直後の全体写真であり，図－１にはそれぞれの根

系の連結状態を示している。掘起こした２１本（枯損木１９本，生木

２本）の内，根系が連結していたのは２０本で，No.１３の１本のみ連

結が見られなかった。No.１３は根の腐朽が激しく，根系が途中で

消失していたため，連結の有無が確認できなかった。

　根系の連結部は完全に癒合しているもの（写真－２）と力を加

えるとはずれる不完全癒合のものが認められた。そこで，図－１

には完全癒合と不完全癒合のものを区別して示した。No.１０，１１

のみがNo.６と不完全癒合で連結していたが，これら以外の個体

間には全て完全癒合で連結している箇所が確認された。このよう

な，根の連結は根接ぎ（root graft）と呼ばれ，多くのマツ類で

の存在が報告されている（2）。根接ぎによって連結された個体

間では，養水分の移動はもとより，菌の胞子まで転流されること

が報告されている（3）。今回の調査で見られる根の連結もこれ

らに準ずるものであり，当然，線虫の移動経路として重要な役割

を果たしていると予想される。

　３．線虫の分離

　任意の連結部位１７箇所について線虫を分離した。どの部位から

も線虫は分離されたが，これらの種の同定は実施できなかった。

これらの線虫の中にマツノザイセンチュウが含まれているかどう

かについては，接種試験等を通じて確認する必要がある。

Ⅳ．まとめ

　海の中道海浜公園で発生したマツ材線虫病による小集団枯れと，

経年枯れは，最初に罹病した個体から根系を経由してマツノザイ
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センチュウが拡散移動したために発生した可能性がある。
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写真－２．完全癒合部位の組織の状態
　数値は個体番号，矢印はそれぞれの個体の随の
走行方向示す。
　Ａは癒合部位に残された樹皮組織，Ｂは木部が
完全に癒合している部分を示す。

図－１．枯損木の分布と根系の連絡状態
図中のNo. は個体番号を示す。
●は 1999 年枯損木，▲は 2000 年枯損木，
■は 2001 年枯損木，○は生存木を示す。
実線は完全癒合，点線は不完全癒合の根系
を示す。

写真－１．枯損したマツの根系の分布状況

（２００３年１月６日　受理）


